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1. 私共は，さ き に，検定菌 の2.6-Dichloropheno-

lindophenol  （DPI ）還元能を利用するカップ法を試み，

その有用性を報告した。そこで，本法が微生物検定とし

て充分信頼に足るものであり，また ＤＰＩ法によって得

られた発育帯が本来の発育帯を正確に再現するものであ

ろうか。この点を多数の実験例から数理的に解析したい

と考えた。
2. 検定菌はLactohacillus  fermenti, 培地はビタミ

ンBi 定 量用培地，標準液としてビタミンBi 塩 酸塩を供

試し，従来の標準法の他に検定菌の ＤＰＩおよびTetra-

zolium 還元能を利用するカップ法を実施し，ビタミン

濃度と発育帯の大きさとの関係を数理的に取り扱った。

3.    （1)カ ップ法によるビタミ ンBi の 微生物定量は，
発育円が明瞭で， 特に ＤＰＩ やTetrazolium で 処理す

る必要はない。そして発育円直径とBi 濃度の対数の 間

には,   0.25～lO.Omcg/m/ の範 囲でd  ＝αlogC 十βの直線

関係が成立し，その最大誤差値も12% 程 度（危険率1% ）

で，微生物検定の一方法として信頼できる。（2 以上の標

準法にDPI を応用した場合，そ の発育円の実測値; 標

準誤差値等から本来の発育円を的確に再現することが認

められ，また本法によった場合の最大誤差値は18% 前後

で,  DPI 法も充分実用に供し う る。（3 数種食品中のBi

量 の測定をカップ法，比濁法および化学法の三者によっ

て実施すると， カップ法は化学法と ほ ぼ同一の 値を示

す。


